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SPringSPring--88

●設置場所：

 

兵庫県

 

播磨科学公園都市
●建設時期：

 

平成3年～9年（平成9年10月に供用開始）
●建設費用：

 

約1,100億円（供用開始時）
●施設設置者：

 

理化学研究所、（日本原子力研究所）

●運営主体：

 

財団法人

 

高輝度光科学研究センター（JASRI）

（1）年間運営予算（平成19年度）：

 

約92億円（施設整備2億円、運転・維持管理等77億円、登録機関利用促進13億円）
（2）年間運転時間（平成19年度実績）：

 

蓄積リング運転時間：

 

5,055時間
（3）実施課題数

①

 

年間（平成19年度）共用BL利用：

 

1,519件、専用BL利用：

 

486件

 

合計：

 

2,005件
②

 

平成9年10月～平成20年2月累計

 

12,531件
（4）利用者数

①

 

年間（平成19年度）共用BL利用：

 

9,813人、専用BL利用：

 

4,220人

 

合計：

 

14,033人
②

 

平成9年10月～平成20年2月累計

 

合計：

 

84,599人
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SPring-8
 

BLマップ

区 分
BL本数

合 計
共用 専用 理研 加速器診断

稼働中 ２６ １４ ７ ２ ４９

建設・調整中 ０ ３ １ ０ ４

合計 ２６ １7 ８ ２ ５２
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稼動BL本数

（共用BL+専用BL+理研BL+加速器診断）

97年（平成9年）10月
供用開始

〔運転時間が短い理由〕
04年（平成16年）秋の台風による

蓄積リング棟屋根損傷復旧の影響



利用者選定業務

利用支援業務

試験研究

調査・分析・啓発

共用施設の維持管理・運転

その他共用の促進に必要な業務

登録施設利用促進機関

一般競争入札による一般競争入札による
任意任意委託委託

国

 
（文部科学省） 登登 録録

文部科学大臣が文部科学大臣が
行わせることができる行わせることができる

JASRI

法
定
外
独
自
業
務

共用促進法とJASRI業務（平成18年7月～）
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放射光共用施設
（共用BL等）

建設
運転、

維持管理
建設

共用に
供すること

建設
運転、

維持管理

運転、
維持管理

利用者選定

利用支援

放射光の提供

理研の業務理研の業務

共用促進法上の業務共用促進法上の業務

登録機関の登録機関の
業務業務

（利用促進業務）（利用促進業務）

＝

 

独法理研予算（運営費交付金等）

＝

 

共用補助金（施設整備）

＝

 

共用補助金（施設運営）

 

＝

 

現在、JASRIへ委託

＝

 

登録機関交付金

 

＝

 

現在、登録機関JASRIへ交付

放射光専用施設

 
設置者への放射

 
光の提供を含む

予
算
の
種
類

（加速器）

（理研BL等）

独法理研法上の業務独法理研法上の業務

共用に供するため

 
の運転、維持管理

共用促進法における施設と業務の関係（概要）

理 研 施 設
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共用BLのビームタイム配分

一般利用

一般利用研究課題一般利用研究課題
・通常課題
・緊急課題
・長期利用課題
・成果公開優先利用課題
・成果専有課題（時期指定含む）

重点利用研究課題重点利用研究課題
・領域指定課題（重点ナノテクノロジー支援課題

 

他）
・利用者指定課題（重点パワーユーザー課題）

その他その他
・実地研修
・機器入替・調整

JASRI利用 登録機関登録機関JASRIJASRIによるによる調査研究等調査研究等
 （共用促進法第12条）

80%80%以上以上

20%20%上限上限
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利用者（共用BL利用者、専用BL設置者）選定スキーム

文部科学省
交付金

登録機関JASRI 選定委員会

重点ﾅﾉﾃｸ

 
分科会

内部委員会

 
（戦略型決定）

重点産業

 
分科会

重点MB

 
分科会

生命科学

 
分科会

散乱・回折

 
分科会

XAFS・蛍光

 
分析分科会

分光

 
分科会

レフェリー レフェリー レフェリー レフェリー レフェリー レフェリー レフェリー

専用施設

 
審査委員会

PU審査

 
委員会

長期利用

 
分科会

利用研究課題

 
審査委員会

多数の専門家による多層的・多面的な選定プロセスを経て、
年間2,000件に及ぶ共用BL応募課題を選定

多数の専門家による多層的・多面的な選定プロセスを経て、
年間2,000件に及ぶ共用BL応募課題を選定
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利用の流れ（共用BLにおける成果非専有利用の場合）

ユーザー登録、課題申請

利用研究課題（実験）実施

利用報告書提出（成果非専有課題のみ、課題終了後60日以内）

論文等成果公表時、特許公開時に登録機関JASRIへ報告

ユ ー ザ ー 側ユユ

 

ーー

 

ザザ

 

ーー

 

側側 施 設 側施施

 

設設

 

側側

利用者（利用研究課題）選定

①BL技術審査、安全審査
②科学分野別のレフェリー評価
③利用研究課題審査委員会分科会審査
④利用研究課題審査委員会選定

→

 

登録機関JASRIによる採否決定、通知

公募締切

課題公募（Web、利用者情報誌、学会誌等）

公募公示期間
（1ヶ月間程度）

選定作業
（1ヶ月間程度）

利用事前手続（放射線業務従事者登録、試料持込申請、各種特殊実験申請

 

等）

年間運転スケジュールに基づく
ビームタイム利用時期、配分枠調整

年2回の
利用期開始
半年程度前

⑤
選
定
委
員
会
の

意
見
聴
取
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産 業 利 用 推 進 室

施 設 管 理 部

安 全 管 理 室

加 速 器 部 門

制 御 ・ 情 報 部 門

利用研究促進部門

利 用 業 務 部
選定委員会、共用BL課題及び専用BL設置募集・選定・採択、ユー
ザー登録・受入れ、施設利用契約、利用研究成果とりまとめ、ユーザー
情報誌作成・発刊など

加速器の運転・維持管理・高度化、加速器に係る研究など

SPring-8その他の施設の保安管理総括、放射線管理、危険物・有害物
に係る安全管理総括、環境保全総括、利用研究者の安全確保のため
の利用支援・技術支援など

光源・光学系部門
BL光源・光学系の運転・維持管理・高度化、BL光源・光学系に係る研
究、放射線遮蔽など

加速器・BLの制御、情報ネットワーク・共通情報システムの維持管理・
高度化など

実験ステーション運転・維持管理・高度化、放射光利用研究、利用支
援・技術支援など

産業利用に特化した実験ステーション運転・維持管理・高度化、放射光
利用研究、利用支援・技術支援など

施設管理計画・調整・改造、産業廃棄物・特別管理産業廃棄物管理、
電気設備・通信設備運転・保守・改造、給排水・空気調和・衛生・ガス
等設備運転・保守・改造、建物等営繕など

○共用BL26本に対し約80名（1本
あたり平均約3名）のBL担当者を
配置し、これら利用支援・技術
支援を実施

○また、コーディネータを8名配置し、
産業利用を強力に推進

JASRIの直接業務担当部門と業務内容

利用支援・技術支援の詳細

◆BLでの利用実験機器操作指導、実験支援
◆利用実験への対応準備
◆利用実験結果の解析相談等支援
◆当該利用期における利用予定者や次期利用希望者

からの技術的問い合わせに対する相談対応
◆次期利用研究公募課題の当該BLにおける技術的

実施可能性等審査対応
◆講習会、研修会、ワークショップ等の企画・立案・実施
◆企業等への利用プロモーション活動
◆学会等での最先端利用研究情報の収集・まとめ、

SPring-8への応用検討
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新たな利用サービス
①

 

タンパク質結晶メールイン測定サービス（理研・JASRIが共同で実施）
医薬品の開発等に欠かせない生体高分子の構造解析等を行うユーザーを対象に、遠方にいながらでも宅配
サービスでX線結晶回折データを取得できる有償サービス。平成18年度より理研BLにて実施中。

②

 

測定代行（試行）
主に産業界ユーザーを対象に、成果専有時期指定利用（ビーム使用料徴収）の一形態として、JASRIスタッフが
ユーザーに代わって実験（測定）を実施。測定代行のニーズ把握や制度化に向けた課題整理を目的に、対象
共用BL及び利用手法を限定して平成19年度下期より試行的に実施中。

講習会、ワークショップ・成果報告会、実地研修会の開催
●潜在的利用者・利用ニーズの掘り起こしを目的とし、SPring-8利用の有効性や、具体的な測定手法等を紹介する

ほか、コーディネータ等が利用相談に応じるなど、新たな利用者の獲得に努めている。
●利用を考えている研究者や利用初心者を対象とし、実際の放射光利用を通じた測定技術の習得を目的とした

実験の実体験支援を実施。

【平成19年度実績】

SPring-8利用関連組織との連携
以下の任意団体と相互情報交換及び意見交換を密に行い、要望等を積極的に吸い上げることに
より、効率的・効果的なSPring-8の運営を図っている。

〔SPring-8利用者懇談会〕
SPring-8の建設・高度化及び利用の円滑化・促進への協力等を目的として、平成5年5月に発足した任意団体。産学官の約1,500名
の会員が所属。主に国公立大学等所属の研究者等により構成。

〔SPring-8利用推進協議会〕
産業界の立場からSPring-8に関する体制整備、利用促進等を図るため、民間企業48社（現在71企業2団体）及び7団体により
平成2年9月に発足した任意団体。

その他の利用支援等

○講習会

○ワークショップ・成果報告会

○実地研修会

全1回実施、参加者数47名

全5回実施、参加者数計616名

全3回実施、参加者数計43名
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産業利用
25%

生命科学
22%

散乱回折
34%

分光
11%

XAFS・蛍光分析
8%

国公立試験
研究機関等

19%

大学等教育機関
56%

産業界
20%

海外
5%

利用研究分野別分類利用研究分野別分類 所属機関別分類所属機関別分類

20020077年度年度
 

実績実績（共用BL利用研究課題1,519件の分類）

共用BL利用研究課題の内訳
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共用BL利用研究課題の応募・採択状況
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共用共用BLBLにおける産業利用研究課題の割合推移と主な産業利用促進施策における産業利用研究課題の割合推移と主な産業利用促進施策

トライアル・ユースの実施

 （H13年度：試行、H15～17年度：制度化）

先端大型研究施設戦略活用

 プログラムの実施（H17～18年度）

コーディネータ制度の導入コーディネータ制度の導入（現在（現在88名）名）

産業利用産業利用に特化した共用に特化した共用BLBLの稼動（現在の稼動（現在33本）本）

共用促進交付金共用促進交付金 利用研究支援等交付金利用研究支援等交付金 利用研究拡大・充実支援等交付金利用研究拡大・充実支援等交付金

共用BLにおける産業利用の促進

共用促進法に基づく法定交付金

産業利用推進室の設置産業利用推進室の設置
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